
　
群
馬
天
台
青
年
会
会
誌
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
こ
の
二
年
間
の
任
期
に
あ
た
り
テ
ー
マ
を
【
経
験
】
と
題
し
四
十
数

年
の
当
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
諸
先
輩
が
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を
受

け
止
め
、
さ
ら
に
は
新
し
い
考
え
も
取
り
入
れ
て
活
動
を
行
っ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
企
画
と
し
て
は
本
誌
一
面
に
も
あ

り
ま
す
、【
群
馬
県
神
職
青
年
会
合
同
研
修
会
】
も
そ
の
一
つ
で
す
。

超
宗
教
で
お
互
い
の
活
動
や
教
学
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
台
宗

を
新
た
な
一
面
か
ら
見
る
こ
と
で
、
今
後
の
寺
院
運
営
に
も
参
考
と
な

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
二
十
六
年
度
は
大
法
会
事
業
と
し
て
、
三
教
区
仏
青
の
合

同
企
画
や
神
職
青
年
会
と
も
継
続
的
な
交
流
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

震
災
復
興
支
援
活
動
も
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
頂
い
た
も
の
を
有
意

義
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
当
会
の
活
動
に
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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会
報
発
刊
に
よ
せ
て

群
馬
天
台
青
年
会

会
長　
　

谷
晃
仁

同じ宗教者として勉強と交流を深める

群馬県神職青年会合同研修会
　
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
六
日
、伊
勢
崎
市
の
華
蔵

寺
さ
ま
を
会
場
に
群
馬
天
台
青
年
会
・
群
馬
県
神
職

青
年
会
（
奥
沢
伯
久
会
長
）
に
よ
る
合
同
研
修
会
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
群
馬
県
神
職
青
年
会
の
創
立
二
十

周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
企
画
さ
れ
、
同
じ
宗
教

者
で
あ
り
な
が
ら
お
互
い
の
教
学
や
環
境
、
活
動
な
ど

知
ら
な
い
点
が
多
く
、
合
同
の
勉
強
会
を
す
る
こ
と
で

お
互
い
の
疑
問
点
を
少
し
で
も
埋
め
て
い
こ
う
と
考

え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
今
回
の
企
画
を
交
流
の

第
一
歩
と
し
て
、
今
後
は
相
互
の
活
動
協
力
や
勉
強
会

を
継
続
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　
研
修
会
の
内
容
は
、仏
教
者
・
神
道
者
の
疑
問
を
大

問
小
問
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
青
年
会
の
代
表
が
回

答
発
表
す
る
形
式
で
行
い
、さ
ら
に
質
疑
応
答
に
も
十

分
な
時
間
を
か
け
参
加
者
が
聞
き
た
い
こ
と
を
そ
の

場
で
い
く
つ
も
回
答
し
て
い
く
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。

質
問
は
葬
儀
や
結
婚
式
、
布
教
活
動
な
ど
お
互
い
が

行
う
法
務
や
活
動
か
ら
、
宗
教
教
団
と
し
て
の
組
織

形
態
な
ど
各
会
な
ら
で
は
の
質
問
が
多
く
見
ら
れ
、ま

た
一
部
で
は
お
経
・
祈
祷
は
暗
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
疑
問
が
尽
き
る
こ
と
は
無
く
、
二
時
間
と

い
う
時
間
は
と
て
も
短
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
参
加
者
か
ら
は「
今
回
行
わ
れ
た
研
修
会
は
お
互

い
の
疑
問
を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、各
青
年
会
の
交

流
の
場
と
し
て
と
て
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
た
」
と

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
は
次
回
の
研
修
会

な
ど
の
開
催
を
要
望
す
る
声
も
あ
が
り
宗
教
を
超
え

た
交
流
の
場
や
研

鑽
の
機
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
を

き
っ
か
け
と
し
て

青
年
会
や
個
人
を

問
わ
ず
、
多
く
の

僧
侶
・
神
職
の
交

流
が
生
ま
れ
、
広

が
っ
て
い
っ
て
も

ら
え
れ
ば
幸
い
で

す
。

▲記念写真

天台宗祖師先徳鑽仰大法会

慈覚大師1150年
ご遠忌(平成25年)

恵心僧都1000年
ご遠忌(平成28年)

相応和尚1100年
ご遠忌(平成29年)

伝教大師
ご生誕1250年(平成28年)
1200年ご遠忌(平成33年)



平
成
二
十
五
年
度
　
活
動
報
告

行　事　内　容

群
馬
天
台
青
年
会
主
催
行
事

そ
の
他

連
盟
・
他
仏
青

教
区
・
本
山

期　日 会　場
定期総会

エクセル研修会

夏期臨時総会

教区青少年研修会

宗祖大師報恩法要

御巣鷹山慰霊登山

華蔵寺座禅会①

宗務所清掃　

仏教保護会慰問

冬期臨時総会

華蔵寺座禅会②

群馬県神職青年会合同研修会

事務局会

群馬県神職青年会との打ち合わせ

第1回天台仏教青年連盟常任委員会・定例代議員会　出席

東日本仏青親睦野球北総大会　参加

伊藤圭順師連盟代表就任祝賀会　出席

第48回比叡山青少年の集い　参加

天台仏教青年連盟神奈川結集　参加

関信越地区仏青会長連絡協議会　出席

第2回天台仏教青年連盟常任委員会・定例代議員会　出席

天台仏教青年連盟中央研修会　参加

信越教区光明供葬送作法勉強会　参加

天台宗・天台仏教青年連盟合同防災士育成研修会　参加

関信越地区会長連絡協議会　出席

東日本大震災復興支援第5回合同ボランティア活動　参加

叡山講福聚教会群馬本部発表会　協力

群馬教区檀信徒・伝道師合同総会　協力

叡山講福聚教会東日本研修会　協力

群馬教区夏期特別研修会　協力

慈覚大師1150年ご遠忌檀信徒結縁潅頂と群馬教区法要　協力

群馬教区秋期特別研修会　協力

叡山講福聚教会群馬本部下期検定会　協力

群馬教区人権啓発研修会　参加

群馬教区一隅年次大会　協力

4/11

5/22

7/25

8/7～8

8/18

10/24

11/16

12/2

12/2

12/9

12/21

2/26

年十数回

5回

4/25

5/8～9

7/9

8/2～4

9/11～12

9/27

11/5～6

11/19～20

12/6

12/17～18

3/5～6

3/12～13

4/2

5/29

6/11～13

7/22～23

11/12～14

11/25

12/6

2/13

3/10～11

宗務所

西光寺

西光寺

長寿院

浄法寺
御巣鷹山
華蔵寺
宗務所
仏教保護会
伊香保天坊
華蔵寺
華蔵寺
各所
各所

天台宗務庁
千葉市稲毛海浜公園

神戸市
延暦寺
横浜市
栃木

東山閣・天台宗務庁
延暦寺

長野市善光寺
天台宗務庁
東京教区宗務所
福島県南相馬市
吉岡町文化センター
前橋市亀里町JAビル
みなかみ町松乃井

宗務所
延暦寺
宗務所
大福寺
宗務所
伊香保天坊

　

平
成
二
十
五
年
八
月
六
日
か
ら
七
日
に

か
け
て
、
子
供
た
ち
の
「
プ
チ
修
行
体

験
！
」
と
も
呼
べ
る
群
馬
教
区
青
少
年
研

修
会
が
、
沼
田
部
長
寿
院
さ
ま
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。
教
区
有
縁
の
子
ど
も
を

お
預
か
り
す
る
こ
と
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
つ
つ
も
、
一
つ

で
も
多
く
の
体
験
を
さ
せ
た
い
と
一
心
に
思
い
、
会
員
一
同

相
互
に
協
力
し
て
取
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
発
心
会
を
は
じ
め
、
お
経
の
読
み
方
・

止
観
の
作
法
・
食
事
の
取
り
方
・
作
務
な
ど
本
格
的
に
仏
事

に
触
れ
て
も
ら
う
も
の
か

ら
、
コ
ッ
プ
の
絵
付
け
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
、
参
加
者
が
楽
し
く
親
睦

を
深
め
ら
れ
る
も
の
ま
で
多

岐
に
わ
た
り
、
厳
し
さ
の
中

に
も
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
研
修

会
で
し
た
。

　

次
回
も
よ
り
一
層
充
実
し

た
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

教
区
青
少
年
研
修
会

〜
子
供
た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
中
に
〜

▶
昼
食
の
流
し
ソ
ー
メ
ン

　

平
成
二
十
五
年
八
月
十
八
日
、
宗
祖
大
師
ご
巡
錫
の

藤
岡
市
浄
法
寺
さ
ま
に
て
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の
御
前

で
毎
年
恒
例
の
宗
祖
大
師
報
恩
法
要
を
常
行
三
昧
で
厳

修
い
た
し
ま
し
た
。
常
行
三
昧
は
千
百
五
十
年
ご
遠
忌

を
迎
え
ら
れ
た
慈
覚
大
師
が
中
国
よ
り
伝
え
、
現
在
も

当
時
の
音
用
、
所
作
で
お
唱
え
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

毎
年
異
な
る
次
第
で
法
要
を
行
う
の
で
、
若
年
の

我
々
に
と
っ
て
良
い
勉
強
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
祖
師
大
師
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の

先
徳
た
ち
へ
の
報
恩
の
念
」
と
、
「
会
場
を
お
貸
し
頂

い
て
い
る
浄
法
寺
ご
住
職
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
県
内
諸
大
徳
へ
の
感
謝
の
念
」
を
大
切
に
、
諸
先

輩
方
が
築
い
て
き
た
熱
意
と
伝
統
の
法
要
を
継
承
し
、

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

宗
祖
大
師
報
恩
法
要

〜
歴
史
を
想
い
祖
師
を
仰
ぐ
〜

止観の実修

◀

常行三昧、四奉請で散華

◀

会　報　　　群　青
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【群馬県仏教保護会慰問】【群馬県仏教保護会慰問】

　平成25年12月2日に前橋市にある群馬県仏教保護会に、
慰問品をお届けしました。
　毎年行っているにもかかわらず、たくさんの慰問品のご
提供ありがとうございます。来年度もかわらないご支援を
よろしくお願いいたします。
◎収集方法:11月頃慰問品提供のお願いをご案内いたしま
す。部内仏青幹事または宗務所までお持ち下さい。

　平成24年5月に開催された東日本仏青親睦野球群馬大会を

契機に、東日本大震災復興支援として「法具ボランティア活動

」を行ってまいりました。

　活動内容としてまず群馬県内寺院の方々に協力を仰ぎ、腕輪

念珠の制作費を援助して頂き、次に被災にあった家屋の床柱・

床板などを地元の方々の協力により譲り受け、腕輪念珠・錫杖

・香合・天台数珠に加工しました。そして、活動協賛金を頂いた

お礼の品として、それら法具をお配りさせて頂きました。

　総数として腕輪念珠5230連、錫杖52本、香合58個、天台数

珠150連がありました。県内の寺院の方はもとより、全国の寺

院、一般の方にまで支援活動に協力を頂くことができ、御礼の

法具全てを頒布することができました。

　今後の活動として、資材協力して頂いた土地の方々に寄付を

届けると共に作業などのボランティア活動を行うこと、そして震

災遺児募金等、その他にも企画を検討しております。今後とも

ご協力よろしくお願いいたします。

◆詳細・案内は6月に各寺院へご連絡いたします。
◆一緒にスタッフも募集します！！
　 男性女性ともに研修生の面倒見てくれる方
　 ご協力下さい。

古来より仏教儀式に取り入れられてきた
『雅楽』を一緒にやってみませんか？
寺院法要での演奏を中心に小学校雅楽教
室等の社会支援活動も行っております。

東日本大震災復興支援
ボランティア現状報告
支援活動へのご協力ありがとうございます

日付：８月7日～8日(木・金)
会場：水澤寺(渋川市)

群馬雅楽会会員募集

募集対象：小学生3～6年生または、
　　　　　　　　　仏青会員で当日参加される方の
　　　　　　　　　ご子息（１～2年生）http://gunmatendaigagaku

kai.jimdo.com/
《お問い合わせ先》
仏青事務局まで。

群馬教区青少年研修会
研修生募集！！

第
三
十
五
回
東
日
本
仏
青

親
睦
野
球
北
総
大
会

防
災
士
育
成
研
修
会

　
平
成
二
十
五
年
五
月
八
日
か
ら
九
日
に
か

け
て
、
第
三
十
五
回
東
日
本
仏
青
親
睦
野
球

北
総
大
会
が
、
一
五
〇
名
を
超
え
る
参
加
者

の
中
、
千
葉
市
稲
毛
海
浜
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
日
は
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
、
二
日
目

に
は
野
球
大
会
が
行
わ
れ
、
各
仏
青
が
力
を

出
し
尽
く
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
当

会
か
ら
は
十
六
名
が
参
加
し
、
健
闘
の
末
、

四
位
入
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
七

日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
天
台

宗
務
庁
を
会
場
に
、
天
台
宗
と

連
盟
共
催
の
防
災
士
育
成
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
七

十
名
の
仏
青
会
員
が
集
い
、
当

会
か
ら
四
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
防
災
士
と
は
様
々
な
場
面

で
、
減
災
と
社
会
の
防
災
力
向

上
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ

れ
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
意

識
、
知
識
、
技
能
を
有
す
る
者

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
防
災

士
機
構
が
認
定
し
た
人
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
防
災
士
は
「
災
害
時
の
公
的

支
援
が
到
着
す
る
ま
で
の
被
害

の
拡
大
の
軽
減
」
「
災
害
発
生

時
の
被
災
者
の
支
援
活
動
」

「
平
常
時
の
防
災
意
識
の
啓

発
、
自
助
、
共
助
活
動
の
訓

練
」
と
い
っ
た
活
動
を
家
庭
、

職
場
、
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
研
修
は
昨
今
の
災
害
発
生
時

に
青
年
僧
が
い
か
に
人
命
救
助

に
携
わ
れ
る
か
を
目
的
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
防

災
士
資
格
認
定
試
験
も
実
施
さ

れ
、
当
会
参
加
者
四
名
全
員
合

格
し
、
今
後
防
災
士
と
し
て
研

鑽
を
積
み
、
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

叡山講福聚教会65周年
平和祈念沖縄大会
平成26年10月28日～30日

◎平和祈念法要
(糸満市沖縄平和祈念堂)

◎詠舞奉納・伝統芸能鑑賞
(宜野湾市コンベンションセンター)

※大会スタッフとして参加予定です。
大会お手伝いにご参加お願いします。



会　報　　　群　青

南前橋部　泉蔵寺
荒木 亮佑

群
馬
天
台
青
年
会
役
員
紹
介

会
長

副
会
長

　
同

事
務
局
長

会
計

会
計
補
佐

【
事
務
局
補
佐
】

総
務
部

　
同

　
同

研
修
部

　
同

広
報
部

　
同

振
興
部

　
同(

散
華)

　
同

　
同

会
計
監
査

　
同

【
各
部
幹
事
】

　
南
前
橋
部

　
北
前
橋
部

　
西
前
橋
部

　
高
崎
部

　
富
岡
部

　
多
野
部

　
北
群
馬
部

　
沼
田
部

　
桐
生
部

　
東
前
橋
部

　
伊
勢
崎
部

　
世
良
田
部

　
下
仁
田
部

　
西
群
馬
部

谷
　
　
晃
仁

藤
井
　
祐
幹

田
中
　
常
順

藤
井
　
祐
心

竹
田
　
暢
晋

藤
田
　
祐
隼

権
頭
　
泰
澄

滝
川
　
厚
賀

門
倉
　
龍
仁

小
作
　
晃
胤

河
合
　
乘
信

轟
　
　
圭
順

原
　
　
徳
応

三
浦
　
興
寛

村
田
　
賢
秀

野
平
　
融
伽

林
　
　
祐
姫

小
川
　
晃
泰

平
泉
　
照
人

野
平
　
融
伽

権
頭
　
泰
澄

坂
東
　
順
海

原
　
　
徳
応

今
村
　
賢
道

平
泉
　
照
人

濵
田
　
樹
孝

小
作
　
晃
胤

角
田
　
興
史

村
田
　
賢
秀

林
　
　
廣
怜

武
田
　
俊
順

市
川
　
周
學

綾
小
路
純
裕 (

南
前
橋
部
永
福
寺)

(

伊
勢
崎
部
華
蔵
寺)

(

西
前
橋
部
常
安
寺)

(

東
前
橋
部
正
法
院)

(

伊
勢
崎
部
観
月
院)

(

伊
勢
崎
部
延
命
寺)

(

北
前
橋
部
大
聖
寺)

(

高
崎
部
天
龍
護
国
寺)

(

伊
勢
崎
部
龍
善
寺)

(

沼
田
部
　
観
音
寺)

(

西
前
橋
部
北
原
寺)

(

西
前
橋
部
観
窓
寺)
(

高
崎
部
　
満
願
寺)
(

高
崎
部
　
法
森
寺)

(

東
前
橋
部
如
意
寺)

(

南
前
橋
部
圓
満
寺)

(

南
前
橋
部
来
迎
寺)

(
北
群
馬
部
柳
沢
寺)

(
多
野
郡
　
金
光
寺)

(

圓
満
寺)

(

大
聖
寺)

(

徳
蔵
寺)

(

満
願
寺)

(

西
林
寺)

(

金
光
寺)

(

金
蔵
寺)

(

観
音
寺)

(

観
音
寺)

(

如
意
寺)

(

長
安
寺)

(

来
迎
寺)

(

観
學
寺)

(

稱
名
寺)

ご
指
導
、ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

西前橋部　長松寺
長 靖順

西前橋部　妙見寺
増田 善威

桐生部　善龍寺
渡辺 祐晋

HPのお知らせHPのお知らせ

編
集
後
記

群馬天台青年会HP
http://gunjou.jimdo.com/

天台仏教青年連盟HP
http://www.t-y-b-a.com/

検索『群馬天台青年会』
QRコードからホームページにアクセス!

天台宗群馬教区宗務所HP http://gunmatendai.jp

▶▶ ▶

今
年
の
会
報
作
り
が
終

わ
っ
た
ー
っ
と
喜
ぶ
間
も

な
く
、来
年
の
会
報
ど
う

し
よ
う
と
考
え
る
私…

。

う
む
む
む
。　　
　
　

T

本
年
度
か
ら
広
報
部
担

当
に
な
り
ま
し
た
。皆
さ

ま
方
の
ご
協
力
の
も
と

頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　　

H

当会製作散華の頒布(ご案内)

裏　面 表　面

↑裏面は菊輪寶の図
　　変更できません

↑表面はデザインできます
　　サンプルは梵字です

◆申し込みについて
原則として春彼岸・秋彼岸の前（年２回）に印刷し納品いた
しますが、随時ご相談に応じます。
お申し込みは、当会ホームページに散華の紹介ページがあ
ります。サンプル、連絡先も記載しておりますのでそちらを
御覧下さい。
※急な御入り用の場合はお問い合わせ下さい
◆問い合わせ先：東前橋部　寶禅寺内　村田賢秀

◆散華の特色について
1.各寺院だけのオリジナル散華です。
　　（寺名、山号等、また手書きそのものが印刷可能）
2.法要儀式には勿論、記念品としても使用できます。
　　（晋山、落慶、参拝等 )々
3.収益金を寄付…災害義援金・ボランティアの資金となります。

平成25年度新規会員のご紹介


